
成美保育園

令和7年度 2 歳児クラス No.1 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
身近に感じられ、戸外で見つけることのできる自然な物がたくさんあったので、子

どもたちも興味を持って探したり観察することができている。

園に戻ってからも絵本や図鑑で見てきたものをを見付けると「たんぽぽ！」「ダン

ゴムシ！」「ありさんのおうちー」等 お話していたので、保育者がわかりやすく説

明を加えると 知識を吸収しているようである。

4月～6月

・絵本や図鑑を見て、植物や虫の名前を知る。

・公園で季節の草花や虫を見たり触ったりする。

戸外散歩や公園に出掛け、各季節毎の植物や虫を観察できるようにする。

観察している様子などを撮影し、振り返ったり気づきを話したりする。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

〈アリの巣〉

・アリの巣を見つけると 友だちにも知ら

せ、みんなでアリの出入りを観察してい

た。虫の死骸等運んでいる時は「何か持っ

てる。」「どこ行くんだろう？」と話しな

がら眺める姿がある。

〈たんぽぽ〉

・「たんぽぽあったー！」と喜び、摘んで

大事そうに持ち歩いていた。又、綿毛を

フーっと吹いて飛ばすのも楽しかったよう

で、公園へ行くと真っ先に綿毛を探す子も

いる。

〈幼虫〉

・白い幼虫を見つけ「なーに？」と眺めて

いる子どもたちに「幼虫だよ。虫の赤ちゃ

ん。」と知らせると「あかちゃんなの？」

と不思議そうに話している。

自然（植物・虫)

戸外散歩や公園で普段から目にすることが多い植物(たんぽぽ等)・虫(アリや

ダンゴムシ)に興味を示していたため。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

・見つけた植物や虫を実際に触ってみたり、観察する。

・絵本や図鑑を見て、みつけたものの名前を知る。



成美保育園

令和7年度 2 歳児クラス No.2 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
散歩や戸外活動の際に近所の植物や畑を見たり、観察をしたことを保育者や同

じクラスのお友だちに共有する。後日同じ場所に行って以前見に行った際との

違いに気付くことが出来るように声を掛けていく。保育者も色や形、「暑い時

は緑だったよね、色が変わってきれいだね」と具体的に声がけを行うことで子

どもたちのイメージがつきやすいように声がけを行っていく。

散歩や戸外活動に出た際に秋の自然や畑の様子に気付いて喜ぶ姿や保育者やお友だちと

共有して笑顔を浮かべる子どもたちの様子を見て、季節の移り変わりや、身近な自然に

触れたり気付くような声がけや関わりを引き続き行っていく。また子どもたちから率先

していろいろなことを伝えてくれる様子が見られ、言葉での関わりも増え、今後も活動

を通していろいろなことを子どもたちと一緒に感じたり、触れたりすることが出来るよ

うにしていく。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

〈落ち葉〉

・黄色や赤色に染まった落ち葉を見て、色

の変化に気付いて保育者に伝えようとする

姿や、落ち場を拾って集め、上に向かって

舞い上がらせてみる様子が見られる。

〈畑〉

・夏に見た時とは変わって、野菜がなって

いたり、その季節の野菜が畑にあることに

気付いて嬉しそうに観察する様子が見られ

る。

自然（秋の植物)

散歩や戸外活動の際に秋の自然に触れる場面や、植物や木の観察など子ども

が周囲の環境の変化や、季節の変わり目を感じている場面が多く見られるた

め。

９月～12月

散歩や戸外活動の際に周囲の自然の変化や、色の違いに気付いたり、興味を持つ。

また気付いたことや興味を持ったことを保育者やお友だちに言葉を通して共有す

る。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
観察をしたり、実際に触れることで秋を感じたり、撮影した写真を見ること

で新しい発見や、気付きにつながるような関わりや環境を作っていく。



成美保育園

令和7年度 2 歳児クラス No.3 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容
・戸外散歩に行き、公園や畑を見たり、足元をよく見ながら戸外活動の中で

発見することが出来るように声をかけていく。

寒い日も戸外活動に喜んでいく子どもたちの姿が見られ、寒い季節ならではの発見

があることに気付く姿がある。霜柱を見た際には「氷があるよ」と言っていたり雪

を見た際には「冷たいね、サラサラだね」と話しながら触れて楽しみ、喜ぶ姿があ

る。その後の戸外活動でも雪があるか霜柱があるかなど探す様子が見られ、子ども

たちが経験した中で楽しい思い出として残っている様子がみられる。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

〈霜柱〉

・保育者が手に取ると興味津々な様子で覗

き込んでいた。

・触って感触を楽しんでいる様子も見られ

る

・靴で踏んできしきしなる様子も保育者と

一緒に楽しんで感じている。

〈雪〉

・雪が降ったことを喜ぶ姿がある。

・園の外に見に行くと嬉しそうに雪に触れ

ていた。冷たいね、やわらかいね、と言葉

を発しながら雪に触れることを楽しむ姿が

ある。

・雪を触った後は「手が赤くなったよ」と

話す子もいた。

自然（雪・霜柱)

季節の移り変わりの中でや冬ならではの雪や霜柱などを見ることや触れて見

ることで冬という季節を知り体験する。

１月～３月

散歩や戸外活動の際に冬を感じられる会話や関わりをしながら霜柱や雪を子

どもと一緒に発見したり探したりする。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
・戸外に出て冬にちなんだものを探す、発見をする。

・環境の変化に気付くことが出来るような声掛けを行っていく。


